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DDDDDDDDDDDDDDDDD 

:1の1_(ミ1111ットル） = lcc (シーシ ー) 

□ □□□□□□□□田□□田□□□凹 

□ 

□□□□□□□□□□□□□□□ 


■付属品の表の例 



r 角皿1 

r 角皿2枚1 

U ホー□-製 ) J 

U ホー□-製 ) J 


クッキングガイドの見かた 

■加熱表示 

オートメニューの加熱方法を表示します。 


レンジ加熱 


レンジ’グリル雜用 


巧-ム.グリルの麵 


，'リル 


才ーブン 


グ U ル加熱 


オーブン加熱 


レンジ’才-ブン 
• グリルとの麵 


ス チー ム 


和ン刮才-み 

巧-ム.レンジ 
.トブンとの麵 


レンジ.才-ブンの麵 


トンジ 


r レンジ1 


'スチーム/ 


'巧- lx / 

ル, 


[ォ-ブン1ブリル J 


ンジ : J 

i 

ブン J 


巧-し .レンジの删 スチ-ム’才-ブンの麵 


ナノスチ-ム’才-ブン 
• グリルとの删 


をンシ]才-ブン] 
W ブリル） 

ナノスチ-ム’レンジ’ 
才-ブン’グリルと①麵 


■調理方法の表示 

調理キー、出力、温度、加熱時間は次のように表示します。 

•DDDDDDDDDD 

面 I 


耐 □□□□□□□ 田 面□化皿 I11DDDDID 


巧□□日 D 1 12DDDDDDDD 邮 |日 


邮 □ □ □ □ m 阿 □□□□□□□ 山 □ 138 □□□□□□□日 


□ □ □ □ 

□量 □ □ □ 

□ {谷 □ □ □ 





0 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 
□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□回 
□□□□□□ 

O DDDDDDDDDDDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDDDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDDDDDD 


A 户 fiAn nnnnnnnnnnnnnnnnnnnn 
/f\ T 口 曲 DDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 
/ • V し一■八 n DDDDDDDDDDDDDDDDDDD 


•この機器は一般家庭用でず。業務用にはお使いにな!5ないでください。 

据え付けるとき 


A 警告 


電源は定格15 AIU 上の専用コン 
セントを単独で使い、他の器具 
と併用する分岐コンセントは使 
ねない。 □□□□□□□□□□□□□ 

パ斬 



ボルト 


交流1 00 V 於がでは使用しない 

DDDDDDDDDD 


0 


包装用ポリ袋は幼児の手の届か 
ない所に保管または廃棄ずるこ 
と。 

DDDDDDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDDDDD 


〇 


傷んだ電源コードや差込プラグ、 
ゆるんだコンセントを使用しない。 

DDDDDDDDDDDDDDD 

夕 & 

一 ..'ち於 


電源コード-差込プラグを傷つ 
けない。 

電源コードを傷付けたり、破損した 
り、加工したり、無理に曲げたり、 
引っ張ったり、ねじったり、たばね 
たり、重いものを載せたり、はさみ 
込んだりしない。 

DDDDDDDDDDD 

□ □□□□凹 


0 


燃えやすいもののそばに置いたり、 
熱に弱いものやカーテン、スプレ 
一定などを近づけない。 

□□□□□□□□□□□□□□□□□日 



0 


たたみ、じゅうたん、 テーブル ク 
□スなど熱に弱いものの上に置か 
ない。 

DDDDDDDDD 
DDDDDDDDD 


0 


アースを確実に取り付ける。 

DDDDDDDDDDDDDD 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 


〇 


■アース端子がある場合 

U — ド線の先端の皮をむさ、アース 
端子付コンセントのアース端子に確 
実に固定してください。 


• DDDDDDDDDD □且日 □□□□□□ DQ 
DDDDDDDDD 1000 □ □□□□□□凹 
□ □□□□□ DDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDDDDDDDDDDD 


お線 

米 


切れ目 


■アース端子がない場合 

アース線の接地工事には「電気工事±」の有資格者び工事するよう法 
律で定められています。お買い上げの販売店か、お近くの電気工事 
店にご相談ください。（工事は有料） 

ご注意 

ガス管、水道管、避雷針や電話のアース線への接続は絶対にしないでく 
ださい。（法令で禁止されています。） 


湿気の多い場所 

♦水蒸気び充満する場所♦±間、コンクリート床 
♦酒、しょうゆなどを釀造、または貯蔵する場所 


水気のある場所 

この場合、漏電しや断器の取り付けち義務づけられ 
ています。 

♦水を取り扱ラ±間、洗い場など水気のある場所 
♦地下室など常に水滴び漏出したり、結露する場所 
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)1 この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいたださ、あ 

/ V / ^なたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表 

示をしています。その表示と意味は次のようになっています。内容をよく理解して 
から本文をお読みください。 


まを上のごを意 


DDD 


DD 


□ □□ 


DD 

DD 

DDD 

DDD 

DDD 

DDD 

DDD 

DDD 

DDD 

DDD 

DDD 

DDD 

DDD 


□ □□ 

□ □□ 

□ □□ 

DDD 

DDD 

DDD 

DDD 

DDD 

DDD 

DDD 

DDDD 

DDDD 


□□□□□□□ 


告 

警 



























































































































































DDDDDDDDD 

据え付けるとき 


A 注意 


本体は壁などとの間をあける 

DDDDDDDDDDDD 



DDDDDDDDDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDDDDDDDDD 
□ □□凹 

あ 5 かじめアルミホイルを壁面に貼ると巧れ 
を防止でさます。後面びガラスの場合、温度 
差で割れる恐れびあるので 2 日 cm な上あけ 
て < ださい。 



□□□□み□々 



1 己 cm 

1 

///////// 


すき間があっても5面を囲む設 
置はしない。 

DDDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDDD 


0 



電源コードは、排気□や温度の 
高い部分に近づけない。 

□DDDDDDDDD 


0 


使用前に包装材は全て取り除くこと。 

□ □□□□□□□凹 D D D D 


〇 


水のかかるところや熱気、乂気の 
近くで使わない。 

Dddddddddd 


0 


•水平で丈夫な場所に置く。 □ □□□□□□□□□□□□□□ 

•ラジオ、テレビ、無線機器およびアンテナ線か 53 mlU 上離ず。 □ DDDDDDDDDDDD 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 
•落雷の恐れびあるときは、差込プラグをコンセントか5巧く日 □□□□□□ 


使用ずるとを 

/ A 


/ K 危険 

改造は絶対にしない。また、 
サービス マンじ(外の人は、 
分解したり修理しない。 

DDDDDDDDDDDDD 

绩需 

穴や給水タンクの収納部、ず 
き間などに指や物を差し込ま 
ない。特に子供のいたず5な 
どに注意。 

DDDDDDDDDDDDD 

0 


A 警告 


子供だけで使わせたり、幼巧の手の 
届くところで使わない。 

DDDDDDDDDDDDDD 


0 


調理中に差込プラグを抜き差ししなし、。 


DDDDDDDDDD 
抜くときはとりけしキーを押した後にし 
，て < ださい。 


0 


八注意 

レンジ加熱では、ゆで卵は絶巧に 
作ったり、あたためたりしない。 
目玉焼きやおでんのゆで卵グ、 
などのあたためらしない。 

DDDDDDDDDDD 

調理後の食品の出し入れに注意す 

る。 □□□□□□凹 
レンジ加熱でち容器やテーブル 
プレ-卜などび熱くなることび 
あります。 

テーブルプレートに衝撃を加えな 

し、。 □ DDDDDDDDDD 
特に食品の出し入れのとさ、 

テ - ブルプレ - 卜のふちに当 (\) 
たらないようにしてください。 、ゾ 

製品本体が転倒-落下した場含 
は、使用せず、点検を依頼ずる。 

DDDDDDDDDDDD 

本体やドア、つゆ受け部に無理な 
力を加えたりぶ5さが5ない。 

DDDDDDDDDD 八、 

DDDDDDDD 

差込プラグの抜き差しは 、 A 
コードを持たずに、必ず •• 
差込プラグをおて行う。巧 

DDDDDDDDDDDDDDDD 

レンジ加熱では、びん類など密封 
された食品は拴やふたをはずし、 

膜や殻つきのものは、切れ差^ 
目や割れ目を入れる。 mm 

DDDDDDDDDDDDDD □〜 

巧類の乾燥など調理!^ソ外の目的 
に使わない。 

DDDDDDDDDDDDDD 

長期間使わないときは、必ず差込プ 
ラグをコンセントか5巧く。 

DDDDDDDDDDD 

DDDDDDDD 

DDDDDDDD 

ドアに物をはさんだまま使わない。 

DDDDDDDD □□□□凹 

本体の上に物を置かない。 

DDDDDDDDDDDDDD V \； 

V 

吸排気□をふさびない。 iTN 

DDDDDDDDDDD V V 

J 


• 加熱室が空のまま加熱しない。 

DDDDDDDDDDDDDD 

•鮮度保持剤(脱酸素剤など)を入れたまま、 
また包装にラベルやテープを貼ったまま 

で加熱しない。日 □□□□□□ 

• Id □ □ □ I で飲みものを加熱しない。 

DDDDDDDDDDDDD 


0 



食品は加熱しすぎない。 

♦突然沸とうして飛び散ることがある 

飲みもの（水、牛乳、酒、コーヒーなど）や、力 
レーやシチューなどのとろみのあるちの、油 
脂分の多い生クリーム、バターなどは、加熱 
中や加熱後食品を取り出すとさ、突然沸とう 
して飛び散り、やけどの恐れびあります。 

※ 飲みちのは加熱前にスプーンなどでかさ混ぜます。 
♦こばたり燃える恐れがある 

少量の食品、水分の少ない干ちの、加熱されやすいまん 
じゆうやパン類、温度び上びりやすいあん、チョコレー 
卜、油脂分の多い揚げちの、バター、サラダ油、ミック 
スベジタブルなどはこげたり、燃える恐れびあります。 
※ 少量 （ 1 日〇呂未満)の食品を才ートメニューで加熱しないでくだ 
さい。 

※ クッキングガイドの指定分量 W 外の加熱は、おこのみ操作で様 
子を見なびら加熱します。 


•金属の調理道具やアルミなどで加工した 
プラスチック容器は使わない。アルミお/〇 
(アルミホイル)を使うときは加熱室内壁、 

ドアファインダーに触れないようにずる。 

□ □□□□□□□ 田□□□□凹 

•角皿を使わない。 


•食品の重さにく 5ベ重すぎる容器でオート調 
理しなし、。 □ DDDDDDDDDDDDDD 


§ 


•宙詰やレトルト食品は生や袋のままで加 
熱しない。 

□ □□□□□□□ 田□□□□□□困 
アルミ包装は加熱でさません。容器に移しか 
えて加熱します。 

•乳幼巧のミルクやべビーフードは [ jy クタ T 
5 M で様子を見なが5加熱し、必ず仕 
上がり温度を確認ずる。 □ □□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
※市販のベビーフードは日そのまま加熱しない 

で、容器に移し変えて加熱してください。 
※ 種類の違うものを一嵐こ加熱しないでください。 

•ラップやふたなどのおおいをはずすとさ 

は、注意ずる。 □ □□□□□□□ 

蒸気び一気にでる場合びあります。 


0 


〇 


〇 


A 注意 


DDDDDDDDD 

レンジのとを 


グリル、オーブン、ナノスチーム、スチームのとを 


A 注意 

•使用中や終了後しば 5 くは、本体（ドア、夺ャ 
ビネット、加熱室などの周辺、テーブルプレー 
卜)、角皿、焼網にふれない。 

DDDDDDDD 

□ □□□ 

•熱くなったドアやテーブルプレートなど ぐ 
に水をかけない。 □ □□□□□□ 

V 

•調理が終わった5ずぐに取り出ず。 

DDDDDDDDDDDDDD 

参食品の出し入れは厚めの乾いたふきんや 
才-ブン用手袋を使う。 □ DDDDDDD 

• プラスチック容器をヒーター加熱しなし 

DDDDDDD C V 

J 


00 0 


DDDDDDD 
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DDDDDDDDD 


使用するとを 

レンジ、グリル、才ーブン、スチーム、ナノスチームのとを 

^ A - 合 - 


r 




八ま后、 


食品くずをつけたまま 

加熱室内で食品が燃え出したときは、 A fr つ 


使ねない。 □ □□□□□□ 

1 . ドアを開けない。日日日日日日日日日日日日日 



7 ====:: 


0 

2.とりけしキーを巧し、運転を止めてか5、差込プラグを抜く。 




レ 

3.本体から燃えやすいものを遠ざけ、鎮乂するまで待つ。鎮火 


遠 




しない場合は、水か消乂器で消す。そのまま使用せず、必ず - 

J 

V 




販売店に点、検を依頼する。 

ノ 


ナノスチーム、スチームのとを 


A を 后、 

N 

調理中および調理後、顔などを近づけてドアを開けない。 A 

□ □□日日日日日 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

V 

J 


お手入れのとき 

r 


A 警告 ] 

めれた手で差込プラグの抜さ差 
しはしない。 

□□□□□□□□□□験® 

^ DDDDD 

差込プラグの刃および刃の取り 
付け面のほこりを^よくふく。 

□□□日日凹^ Q 

本体の掃除は、必ず差込プラグ 
を抜き本体が冷めてか5巧う。 

□ □□□□凹 
□□□日 

J 


給水タンクを使うとき 

/■ 


/1 V 主后、 

水道水(外は使わない。 

浄水器の水、アルカリイオン水、ミネラルウォ mm 
-夕-、飲料水などは、水道水に比べて、カビ 
や雑菌び繁殖しやすくなります。 

アルコール類を入れると発乂する恐れびありま 
す。 

給水タンク•給水タンクふたは、こまめに洗い、 
清潔に保つ。 

水の入れ替えだけでは、給水タンクに水あか、 

めめりび付着するのでやわらかいスポンジを使 
し、台所用合成洗剤(中性)洗ってください。 

給水タンクの水は、使うたびに新しい水 
を入れる。 U 

水は、水蒸気となって直接食品に触れるので衛 
生的で新しい水を使用してください。 

食器洗い乾燥機、食器乾燥機に入れないで ^ 
ください。 （変形や破損の原因） 

♦熱湯にはつけない（熱湯消毒などしない） 

コン□のそばや直接高温になる場所に置かない。 

給水タンクび溶けたり、変形し、ふたびしまらな^ 
かったり、給水タンクの収納部にセットでさなく 
なります。 

給水タンクが破損した場合は、使わない。 

本体内部に水び漏れて、故障の原因になります。 
お買い上げの販売店にご相談ください。 

※給水タンクを本体から取り出すとさに水滴 
び多少落ちますび故障ではありません。 

V 

の環境では使用しない。 ^ 

水び凍ってスチーム調理びできなくなります。 ^ x ) 


□□□□□□ 


8 


排気口 —— 
夺ャビネット 


吸気口 - 

アースリード線 
差込プラグ —— 


る pB のなまスとはたりを 

各部のなまス 

ドア八ンドル 


操作パネル - 

給水タンク - 

スチーム調理のとさ水道水を入れます。 

つゆ受け - 




スチームボイラー:水道水を沸騰させるボイラーです。本体内に組み込まれています。 



ご使用の前に 


□□□□□□□□□□□ 
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おこのみ操作 


1おこのみ操作夺一 

34 〜 51 ぺージ 

DDDDDDDinnnIInnn IIdddd IIdddd I 

IDDDDDD 

!□□□□□□ 


[□ □ □]□□□□ I □□□|700□| 吟 l □□□に00□ l 岭 lDDD |200 Dl 4 |DDD 1100 □ | 4 b □ □ I □□□□□□口 □□□□□□□□ 


ddidddTddddddidddddddddddddddddddd 


「□□□] □ □ □ □ ID D DDDDDDDD 

Id D D D ID 2 □□蜂 □□□□□□□□! □□蜂 □□□□□□□□ 2 □□峰 □□□□□□□□!□□ 

DDDDDDDDDDD 

IDDDD IDDDDDDID IdDDDID D 0 3 □□田 □□□□□□□ 2 □田□□□□□□□□□□□凹 口 □□ 
DDDDDDDDDDDDDD 幽陋國 □ 3□□□□□□□□□田□□□□□凹40。の □ □ 

□ □□□□田□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□田 


「□□□□] □ DDDDDDDDDDDDDD IDDDD iD □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 ID □ dTdddd Idd □□□□凹 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
I □□□□□□□□□□□□□□□凹□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 


DDDDDD 


タイヤル (□□□□□) 


DDDDDDDDDDDDDDDDD □ 厄 □ "700 W | 

f\nn i 5 oowj n in n n 福 □ 2od did d d [ 
2 oowiin n n i 王 oowi iddd rDDDDDp ] in n n n in 


DDDDfDDDDDD I ID D D D IlD D D D Id 90皿 1 


DD 3od miDDD I 面而 ^ In nn IrliWiWiMF 
丽 □lilililililliu uuu Id40 日日日日日日 □ □ 




36,38,43,44,47,48，日1ページ 


rPDDDlD DDDDDDDDDDDDDD DDDDDD 

□ □□ a □□□□□田 □ □ □ m □ □ OD D D D 

□ □ 


操作手順表示機能 


DDDDDDDDDDDDDDDD 
• □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 


IDDDD - 



才ートメニユーメニユ ■: 


2度巧し谢 
1 

1凍あたため 
r 





11 



舰ラ1势2段 


スラチン-プムナノラスる-ム 


一/時間 



2度押しは臟あたため 


L ダイヤル 
ランプ 




— スタート 
ランプ 


DDDDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDDDD 


DDDDDDDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDDDDD (■) 
□ □□□□凹 

DDDDDDDDDDDDD DDD 
DDDDDDD 

DDDDDDDDDD ( B)DDD 

DDD 


る部のなまスとはたりを 

操作パネルのはた S を 


□ □(1日00)丑0日0日日0日00日0日日0日0日日0 

□ □に日 □□) 丑□□□□□□□□□□□□日 □ 


7炒めもの10ヨーグルト 
8シチユ-•カレ-11焼きいも 
9豚の角煮 


27鶏のノバ焼き30ヒレカツ33焼き豚 36] ンフイチ: L - J し 
28鶏のからあげ31スペアリブ34才-ブン天ぶら37を蔵食品パリッと 
29ェビフライ32日-ストビ-フ35焼き魚38を凍食品パリツと 


A 

V 


のみもの•デイリー 


ナノスチーム：スーパーへルシ ー) 


お手入れ夺一 


待機時消費電カオフ機能 


表示窓 


オー トメ ニュー 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

DDDDDDDDDD 



コ ram fosition System 

[才-卜]ナノスチー厶給か現在約グリルレンジオーブン強 • 
謂入れスチ-ムデイ nnC 上段二 • 
予熱〇 00で：:•: 分中段甲: 

発酵 U LIU W f U 分 U U 妙 g 下段弱 • 


tg 下段弱 • 


あたためキー 


タイヤルの日日日日日日□回) 


=1 


スタート夺一 


とりけしキー 


仕上がり調節夺一 


ご使用の前に 


DDDDDDDDDDD 


D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 


□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

D D 

D D 

□ □ 


D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D ) 

D D 

D D 

D D 

D D 

D D 

D D 

D D 

D D 

□ □ 


DDDDDDDDDDD 


菓ンザ 

夕 

ラ 

根グピ 


乳酒菓 

31 / 

男 

牛お葉 


ご使用の前に 


D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 


D 

D 

D 

D 

D 

D 


D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 


- D 
〇 

D 


D 


D 


D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 


D 

D 

D 

D 

D 


D 

D 

D 

D 


D 

D 

D 

D 




□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 


□ 

□[ 

]□ 

□ 

□[ 

ID 

□ 1 

口 

LD 

□ 

1 


D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

□ □ 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 


D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 


D 
D 
D 
D 
D 
D 
D 
D 
D 
D 
D 
D 

D D 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
D D 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
D D 
□ □ 
D 
D 
D 

D 

D 

D 

D 


D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D D 

□ □ 

D D 















































































































































































付属品の種類 


〇 巧は使える。 

X 巧は使えない。 


加熱方法 


付属品の種類 


□ □ □ 


□ □□□□凹 




〇 


□ □ 


I □ □ □ I 


I 

DDDD I 


□ □□□□□回 


DDDD 


■角皿2枚 

□ □□□□□□ 

( 皿受删このせます。） 


急;令すると、 
変形の原因 
になります。 



X 


(皿受棚のフッ素コート処理びスパ 
ーク(火花)によって損傷します。） 


■焼網 

テーブルプレート、または角皿にのせて使います。直乂 
で使ラと、変形の原因になります。焼 


X 


てある使いかたに限り使えます。 r 


□ □□DDDDD 巧 nnnnnnni □吐 

nnnnnnni □的 nnnnnnnniD 

I 38 nnnnnnnninnnnnnn 


■テーブルプレート □□□□□□□□ 

調理するとさは必ず加熱室底面にセツトし、すべての調理に使います。急冷すると割れることびあります。 


〇 


■給水タンク 

スチームに供給する水を入れる容器です。使わないとをも本体にセツトしておさます。 
スチーム使用後は必ず水を捨てて洗ってください。 

■オーブン用で袋 

角皿や焼網などの付属品を取り出すとさに使用します。 

付属品のオーブン用手袋はグ U ル、オーブンのとさに使ラため厚手になっています。 
付属のオーブン用手袋の 他、 厚めの乾いたふさんなどち使って両手で持って取り出し 
てください。洗濯すると色落ちすることびあります。注意してください。 


■クッ夺ングガイド体動■保証書 



□ □□□□み 


□ □み 



□□□□□□□み 


テーブルプレー トの出し入れのしかた 


くテーブルプレートを加熱ま底 
面にセットするとをは> 


DDDDDDDDDDDD 
□ □□□□□□□□ 30 □ 
DDDDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDDDD 
D D D D D 


グラム 

センサー 



< 加熱き底面から取り出すとまは > 



卜の取り出しは テーブル 
プレートとその周辺び熱 
くなっている場合びある 
のでを意してください。 


□□□□□□□□ 


お願い 


熱くなった加熱室内か5の食品やテーブルプレートの出し入れ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 
□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□問 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□中 



DDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDDDDD 


ご使用の前に 


□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□口 
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給水タンクの取り出しとセツトのしかた 


<給水タンクの取り出しと給水のしかた> 


<給水タンクのセツトのしかた> 


給水タンクを本体か5はずす 


〇 給水タンクを才 

IF 日日日日日日日 □□□ 


DDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDD 





給水タンクを洗う 

DDDDDDDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDDDDDDDD 
〇パイプ部挟起漸には触れないようにして、給 
水タンク全体を軽く押さえます。 

©ふたのツノ（佑)に指をかけ、も側面全体を持ち 
上げます。 

@ツノ（(左)に指をかけ、左側面全体を持ち上げ、 
ふたを外します。 


ツ八面 伴 

W 怖 





©□を 


給水タンクに水を入れる 


DDDDDDDDDDDDDDDD 

〇給水タンクを水平にして、満水ラインまで水 
道水を入れます。 

@ふたの周囲全体を上から押さえて、ふたを確 
実に閉めます。周囲外を押すと、パイプ部 
から水び飛び出すことびあります。 


水道水 



〇 

0 


給水タンクにふたをする 

周囲全体を押さえで確実に閉めでください。 

(傾けると水びこぼれることびあります。水平のが 
態で扱っでください。） 

給水タンクを本体にセツトずる 

給水タンクは水平に持っでください。 

給水タンクの両端を持って、給水タンクの収納部二 
入れ、給水タンクの八ンドル部の「;;;」を巧しでし 
っかり奥まで差込みます。 

確実にじ ッ トしないと水ちれやスチーム不足の原因 
になります。 

が U 

000 




□ □ 田ミミ扭 nnnnnnnnnnnn 

nnnnnnnnn 




♦□□日日日日日日日日日日日日日日日日日日日 □□ 

DDDDDDDDDDDDDDDDDD-DDDD 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 
♦□□日日日日日日日日日日日日日日日日日日日 □□ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 
DDDDDDDDDDDDDDD 

♦□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 
DDDDDDDDDDD 

♦□□日日日日日日日日日日日日日日日日日日日 □□ 

□ □□□□□□(□□回53□□□凹） 

♦ 5。の□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
DDDDDDDDDDDDDDDDD 
♦□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
DDDDDDDD 

♦□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 


A 注意 


スチームをオーブンやグリル機能と併用したメニューでは、給水タンク内の残水が熱く 
なっている場合があるので注意ずる。 


〇 


ご使用の前に 


DDDDDDDDDDDDDDDDDD 
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グラム•ポジションシステムの 
〇翩節のしかた 

巧]めて使う前に、0点、調節をしてください。 

♦オートメニューのとさにグラム-ポジションシステムを 
正しくはたらかせるために基準を合わせます。 

♦曰常ご使用の際ち、とさどさ日点調節を行って基準を合わ 
せて < ださい。 


空席をのしかた 

グラム-ポジションシステムの0点調節び完了し 
た後、ご使用の前に、油やにおいをとりのぞくた 
め、加熱室の空焼きをしてください。 

※油の焼けるにおいや煙び出ることびありますので、必ず窓を 
開けるか、換気扇を回してください。 


操作の手順 

■ 

■ 

操作の手順 



差込プラグをコンセントに差し込む 

•待機時消費電カオフ機能のため表示窓に何ち表示されま 
せん。 （1 已ページ参照） 

ドアを開けると 〇 のように表示します。 


〇 


ドアを開ける 


0 


0 


加熱室底面にテーブルプレートを 
セツトずる 


※加熱室底面の3個のグラムセンサー、および加熱室底面に 
衝撃を与えないようにセツトします。 


グラムセンサー 



〇 


0 


ドアを閉めてとりけし夺一を 
3秒間巧し続ける （と 脚 


※ピツとブヴーび鳴り、数秒間庫内巧び点なし 
ます。庫内灯び消なし、日点調節び完了します。 
(加熱室底面に了ーブルプレートびセツトされ 
ていないと、ピッピッピッと鳴って 「 C 日日」 
び表示されます。） 




ァーブルプレートを 
セツトしてドアを閉 
める。 


〇 


〇 




を手入巧夺一を 



グリル オづン 


孤 


を嘗卜、躁^ □ □ □ □ □ 1 > 2 *1 □剛 

□ □□□□ 


0 

卜を巧す 


グリル 

孤 


• 途中で変わる 




※庫内灯び点巧し、加熱び始まります。 


J 終了音が鳴った5 
空焼きが終る 


0 


A 注意 


空焼きの加熱中や終了後しば5くは、本体 
(ドア、キャビネット、加熱室などとその周 
辺)、テーブルプレー トに ふれない。 

DDDDDDDD 




ご使用の前に 


□□□□□□□□□□□□□□〇 □□□□□□□□□□□□□□□ 
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知つておいていただをたいこと 


必ずクッ夺ングガイドに記載している方法でお使いください。 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

待機時消費電カオフ機能について 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□!()□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ ODD 

□ □□□□□田 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ ()□□□□□□□ 
DDmDDDDDDDDD 

• ドアを閉じた状態で、差込プラグをコンセントに差し込んだだけでは、電源び入りません。一度ドアを開けてください。 

仕上がり調節夺一口 a について 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□「 

DDDDDDDDDDDDDDDD 

^nnnnnnnnin isnnnnIn iiinnnnl nn innnnl に innnnnI n に snnnnnni m 
IDDDDDD ID [ MMSMSd psnnnnnnnni dddddbdddddddddd 

Q 押すと國、 〇押すと胃になります。通常は@になっています。 


□ □□ IDDDDDD I DDDDDDDDDDDDDDD 



l^nnnl 巧 nnnnniinnnnnnnnni □ iinn1□ |4 □ 咖 [□□□□り Ii2nnnnnnnn1n lion 


nnnn i n に nnnnnnni n r24nnnnnnl n r26nnn1 n 而 □□「□□□□□□i n dddsddddddd 

□ □□□□□ の □ □□□□□□□□□ nlnnnnnnnnnllinnl^Trrnn □□□□□□□□□□□□ 

□ □□日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日 0 日日日日日日日日日日日日日 □□ □ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 


(日段階調節） 

(齡 垂強 

(やや強） • ♦ 
(標準）■中 
(やや弱） ■ • 

(弱） •弱 


>調節のしかたは、それぞれの調理のコツを参考にしてください。 


♦仕上びり調節は、 面たため 1巧をまあたため1 の場合、加熱時間を表示する前に行います。その他の場合、スタートキーを 
押す前に行います。 

グラム-ポジションシステムについて 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 DDDDDDDDDDDDDD 

加熱のオートメニューを使って調理する時や、加熱と 「オーブン し I スチーム L HBtefeg 
を併用したオートメニューを使って調理する時にグラム-ポジションシステムびはたらさます。 

※必ずテーブルプレートを加熱室底面に正しくセットしてお使いください。 （ て G ,?」 表示び出て加熱でさません。） 


づメ□ディー機能について 

調理スタート、終了等を、メ□ディーで楽しく知らせます。好みによってメ□ディー音を"ブヴーぎや"無ぎに切り替える 
ときは、差込プラグびコンセントに差し込まれている状態で、ドアを開閉して表示窓に「0」を表示させてから、仕上がり 
調節キー0を3秒間押し続けます。ピッとブヴー音び鳴ったら、切り替えび終了です。同じ操作でブヴー音を無音に切り 
替えられます。さらに同じ操作でメ□ディー音にもどすことびでさます。（メ□ディー音ーブヴー音一無音ーメ□ディー音） 

食品の取り出し忘れ防止ブザー音について 

加熱終了後、食品を取り出さなかったとさ、"ピピピ"とブヴー音び約1分ごとに3回鳴って知らせます。 

PAM 1000 W について 

高周波出力1日日 0 W は、短時間高出力機能(最大3分間)です。オート調理のあたため等の限定したメこューにのみ働さます。 

もちは焼けません。またトーストは時間がかかります。 

もちは加熱室び大きいため焼き色びつきません。またトーストは加熱室び大きいため時間びかかります。 （1 09ページ参照） 

調理が終了した時ファンの風切り音がする場合びあります。 

とりけしキーを押した時や調理終了後2分間、電気部品を冷却するためファンび回転する場合びあります。この間、メ□ディー音の 
切替やグラム-ポジションシステムの0点調節はでさません。 

写真と料理の実物び違5 

印刷の濃淡により、実物と多少色び異なります。 


ご使用の前に 


DDDDDDDDDDDDDD 
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J — 

















































































































































このオーブンレンジについて 

< > 

♦グラム•ポジションシステムとは ••• 

□ □□□□□ 3□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 
DDDDDDDDDDDDDDDD DDDDDDDDDDDDDDDD 

□ □□□□□□□□□□□□□□ 0□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □(14 ぺージ参照） 

•レンジの高周波出力(おこのみ操作)は700 W です。 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□田 □□□ 

□ □ □ 500 WD 600 WD □□田 □□□□□□□□!□ 2□□□□□回 
DDDDDDDDDDDD 

•調理後の食品の出し入れにま意をして 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

DDDDDDDDDDDDD 

•食品の置く位置は 

□ □□□□□□□□□□□□□□回 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 
DDDDDDDDDDDD 

•同じ食品を2個じ1上加熱するときは 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □ 

•違う種類の食品を同時にあたためるときはおこのみ操作で 

□ □回 Id D D D Id □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 
f ] n nl 7 oow 1 n「n n nisoowln dddddddddddddd 


♦オーブン料理のとさは 

•□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

DDDDD 

•□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 
□ □63□□凹 "DDDDDDDDDDDDDDDD "DDDDDDDD 
DDDDDDDDDDDDDDDDDDD 

•オーブンを使いこなすために 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
DDDDDDDDDDDDDDDDDDmDDDDlOD 20。巧 D D D D 
DDDDDDDDDDDD □□□□□□□□□□□ 3〇 5□□□□□凹 
DDDDDDDDDDDD 


♦焼きムラが気になるときは、焼き時間の^3〜^4が経過し 
てか5 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□(□□□□□□□□□□□□□□□□凹12□□□凹） 


♦加熱中のドアの開閉は 


巧える容器、 巧えない容巧 

■ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
■□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 〇 印は1更ぇる。 

■□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ X 巧は使えなし、。 


^ ^^ ^ の種類 

容器の種類 ^^^ ^ 

電子レンジ、スチーム加熱 

ヒーター カロ熱 □ □□□□□□□□□□□ 

巧 

ス 

容 

器 

耐熱性のガラス容器 

1 > 加熱後、急冷すると割れることびあります。 

1 > 加熱後、急冷すると割れることびあります。 

耐熱性のないガラス容器 

□ □□日日日 卢 

□ □□□□□□ 奪讀的 

□ □□日日日日日日日 心 心 心 苗 

X 

X 

陶 

器 

m 

器 

耐熱性のある陶器-磁器 

□ □□日日 □ 广みダニ] 

□ □□□□凹ピがグ 

〇 

〇 

日常使っている陶器•磁器 

□ □□□□凹 _ r ~) 

〇爲 

ただし、派手な色絵つけ、ひび模様、金、銀模様 
一 のあるちのは、器を傷めたり、乂花びでるので使 
ぇません。 

\ J また素焼さの陶器など吸水性の高いちのや長時間 
浸水させた陶器、磁器は熱くなることびあるので 
ミ主意してください。 

X 

y 

ス 

チ 

ツ 

ク 

容 

器 

耐熱性のあるプラスチック容器 

□□□□□□□□□□_ 

耐熱温度び14日む(上のちので、「電子レンジ使 
f 1 用可」の表示のあるものを使います。ただし、砂 
糖、バター、油を使った料理は高温になり、容器び 
溶けてしまラので使えません。 

\ y ただし、 r グ U ル、オーブン使用巧」の表示のあ 
るちのは使えます。 

その他のプラスチック容器 

雜& 

耐熱温度び14日む未満のもの（ポ U エチレン、ス 
チ□ール樹脂など）や耐熱温度び高くてち、電波 
、方 で変質するちの（メラミン、フェノール、ユリア 
X 樹脂、アル S などで表面加工した樹脂など）は使 
えません。ただし、 1スチーム1113半解襯114解满 
のとさにだけ、発泡スチ□ールのトレーび使えま 
す。 

X 

ラップ 類 A 

S ク 

耐熱温度び i 4 crci ^ i (上のものは使えます。ただ 
( 1 し、砂糖、バター、油を使った料理は高温になり、 

ラップび溶けてしまラので使えません。 

ただし、発酵では使えます。 

金属容器、金串、 

アルミホイルなど A 

'猶 

電波を反射するので使えません。 

ただし、アルミホイルは電波を反射する性質を利 
V /用して、加熱しすぎる部分をおおラなど、部分的 
に使えます。（このとさ、加熱室底面や壁面、ファ 
^ ^インダーに触れると乂巧び出て、破損や故障のお 
それびあるのでま意してください。） 

ただし、取っ手びプラスチックのものは使えま 

し J せん。 

竹、木、藤、紙、ニス、 

うるし塗り容器など 

こげたり、塗りびはげたり、ひび割れすることび 
^ ^ あるので使えません。特に針金を使っているちの 
は燃えやすくなります。 

ただし、竹串、楊枝、紙は料理編に記載している 
使いかたに限り使えます。 

\/ただし、硫酸紙や耐熱性の加工を施した紙製品 
/\は使えます。 
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ご使用の前に 


□ □□□□□□□□□□□□□DDDDDDDDDDDD 


6 
J — 







































食品を入れる 


※テーフルプレートび加熱室底面にセット 
されていることを確認します。セットさ 
れていない場合、表示窓に「〔が」び表示 
され、加熱でさません。 


(お総菜のあたための場合） 




庫内丹び点灯し、加熱び始まります。 


夺一を巧ず 


-数秒後に変わる 


□ □□□□□□□ 142 41 DDDDDDDDD 

1:常温-冷蔵保存の食品をあたためます。に日 ‘21ページ参照） 

2 :冷凍保存の食品を解凍してあたためます。 （2 日 ‘21ページ参照) 

□ □□□□□□□□□□□□□□□ 2□□□□□□□凹 


. 途中で変わる 


※表示の時間は一例です。 




乂/ 終了音が鳴った!5食品を 
厂グ 取り出ず 


庫内なび消灯し、表示び「0」になり、 
加熱び終ります。 


IJ 


♦牛乳のあたためは I のみもの-デイリ~|り牛乳 1 を使います。 (24 ぺ- 
で加熱します。に4、64ページ参照） 


-ジ参照)、お酒のあたためは 应みもの.デイリ _] 居お酒] 


>ご飯のあたためは、 柩たため1 時や弱 1 、;令凍ご飯の解凍あたためは、 隅凍あたた 创 で 加熱します。 

> 板たため 1 キーは、ドアを閉めて約]日分 W 内(表示窓に「0」び表示されている間）に押してください。約1日分を過ぎるとスタートしません。 
ドアを開閉して 板たため I キーを押してください。 


质たため I 解まあたため I の特長 、 

ごはんやお総菜をスピィーディに 
おたためまず。 

•DDDDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDD 

ほとんどのあたためはラップなどのお 
おいをしませんび、魚類などのはじけ 
やすいちのや調理済み冷凍食品の解凍 
あたためはラップなどのおおいをしま 
す。 （2 日- 21ページ参照） 


あたた巧酵;まあたため] g チームあたため I のコツ 


1回の分量は適量で (62 .63 ぺ-ジ参照） 

1〜4人分(食品と容器を合わせて1，800 
呂まで）です。分量び極端に多すぎたり 
少なすざると上手に仕上びらないとさ 
びあります。 

必ず陶磁器や耐熱性のガラス容器 
を使って 

•グラム-ポジションシステムびはたら 
さます。食品の量に合った大ささの容 
器を使います。容器の大ささは、食品 
を入れたときノ V 分目位になる大きさび 
適しています。 

•みそ汁のおわんは使えません。 


同じものを2個(上加熱するときは 

食品の分量を同じくらいにし、テー 
ブルプレートの中央に寄せて置さま 
す。 

インスタント食品は 

64ページを参照して加熱します。 

仕上がりがめるかったときは 

レンジ|7日日 \ A ^ で様子を見なびら、 
さらに加熱します。 

• 巧 □ □ □ IIP □ □ □ D DII 12 D D D ' 

□ □ □ □ □ I で追加加熱すると、熱 
<な0すぎます。 


(0) 霞) 
應@感 


_才ートメニ:!一 _ メニュー/時間 









□ □□□□/□□□□□□ 

a 00000000000000000000000000000000000000000 

D I あたため j 担?凍あたため I の使いかた 


ユ 
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が此 
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スチーム 


0000000000000000000000000000000 




スチーム 

12スチ-ムあたため 

15中華まん 

18手作り豆腐 

21八ンバーグ 

24フランスバン 

13半解 

凍 

16シュー7イ 

19肉魚の亂もの 

22スポンジケ-キ 

25かんたんパン 

14解 

凍 

17茶わん薰し 

20かんたん冉 

23シユー 

26巧菓子 


スチーム12スチーム あたため の 使いかた 


おこのみ操作 せ上が y / 温度_ 


;感@感 


せ上がリ/温度 才-卜にユ-メニユ -/ 時 FS 2 度巧しはお凍あたため 




PAM 



給水タンクをセット 
して食品を入れる 

給水タンクのセツトは13ページ 
を参照します。 


※食品をスチームと3已 OW のレンジ加熱で 
あたためるためラップなどのおおいはしま 
せん。 

※テーブルプレートび加熱室底面にセット 
されていることを確認します。セットさ 
れていない場合、表示窓に「〔が」び表示 
され、加熱でさません。 



(焼さそばのあたための場合) 


曾 


夺一を巧す 


庫内なび点灯し、加熱び始まります。 


勺い 

途中で変わる 


※表示の時間は一例です。 


〇 


表示窓に「12」び表示されます。 
■スタートのランプび点滅します。 


[才-卜] 


スチーム 


, 終了音が鳴った!5食品 
ク^を 取り出ず 


庫内巧び消丹し、表示び「0」になり、 
加熱び終ります。 


0 


乳幼児のミルクやべビーフードは才ートメニューで 
はあたため5れません （7 ページ参照） 

食品の重量が10 Og 未満のときは、心ンジ I 弓00 WI 
で様子を見なが5加熱しまず。 （34、63ぺージ参照） 

まんじゆう、パン類や冷凍野菜は上手にあたたまり 
ません。おこのみ操作であたためてください。 （62、 
63ぺージ参照） 


市販の調理済み食品は 

♦市販の調理済み食品や;令凍食品を加熱するとさは、メーカ 
-の指示に従い、 レンジ I ち日日 wl で加熱します。 

♦市販のご飯やおにぎりをあたためるとさは、21ページを 
参照します。 

♦発泡スチ□ールの容器やトレーは絶対に使用しないで下さ 
し、 


スチーム あたため の 特長 


スチームで包み込んでふつく らあたためまず。 

•DDDDDDDDDDDDDDD 

スチームで食品の乾燥を防ぎなびら、しっとりふつくら 
おたためます。 


• 巧 □ □ □ ] □ DDDDDDDDDDDDDD 
•DDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 


□ □□□凹」 □□□□□□□凹 


•D DDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 


なチ ー M n 已中華ま伯 であたためてください。 
(27、91ページ参照） 


19 


□□□□□□□ 



DDDDDDDD 


■ 

強•中•弱 


バ ^ 

公 MU 

nj 



ムコし 
- 1— 

巧 


強•中•弱 

y 、、 

可 J 

广し 


を 


強•中•弱 









































































































•DDDDDDDDDDDD 

皿に並べる。えびやいかは飛び散る 
ことびあるのでおおいをする。 
分量の少ないとさは仕上びり調節 
医や1|に合わせる 




• D D D 

飛び散ることびあるのでおおいをする。 
r スチ~ム1作 TO ~~ ムあたため I のとさ 
はおおいはしない 


♦□□□□□□凹 
皿に並べる。たれをめってか5 
加熱する。 

♦ □□□凹 

ソースは飛び散ることびあるの 
で、加熱後にかける。 



♦ □□□□□□□□凹 
容器に入れる。 

加熱後、かさ混ぜる。 


♦ □ □□□□凹 
表面び乾燥ぎみのとさや、やわらかく 
仕上げたいときは、 1]2スチ~ムあたた 
® で。スピーディにあたためたいとさ 
は水や酒を 兩り區 たた图 匹を S で加 
熱する。おにぎりは皿にのせる。 

•DDDDDDDDD 

加熱後、かさ混ぜる。 


□ 

□ 

□ 

□ 

參 

•□□□日日日日日日日日 □□□ 
容器に入れる。野菜げめび乾燥して 
いる場合はバターかサラダ油を加え 
る。加熱後、かさ憑だる。 

- 

- 

□ 

□ 

□ 

域 

•□□□□□□□□□□(□□□凹 
容器に入れて煮汁をかける。 

- 

- 

容器に人れて煮汁をかける。 

煮魚賊臟び 1ることびあるので、深め 
の皿を使い、おおいをする。 1スチ-ム1112 
スチ-ムあたため1 のときはもぶいはしない 

□ 

- 

□ 

□ 

□ 

□ 

雜 

♦ □□□凹 

重ならないように皿に並べ、水 
分を補ってから加熱する。 

乾燥ぎみのとさはサッと水にく 
ぐらせる。 

- 

- 

□ 

□ 

□ 

. 巧ジ, 

•DDDDDDDD 

えびやいか、丸ごとのマッシュルーム 
び飛び散ることびある。饥ごとのマッ 
シュルームはあらかじめ取り除さ、加 
熱後、加える。 ） 仕上びり調節1やや強1に 
合わせる。 1スチーム 111 2スチームあた 

□ 

- 

ため1 のとさはおおいはしない。 

•DDDDDDDDDDD 

漆器やプラスチック製の容器は使え 
ない。陶磁器や耐熱性の容器を使う。 
仕上びり調節 I やや強 I に合わせる。 

- 

- 


ご飯、お総菜のあたため 

あたため」 、 L 12 スチームあたため I を使い分けましよう 


I あたため |(1 度巧し） 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

1 スチーム 1112 スチームあたため 

DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDDDDD 

•包装や容器、材質に注意して 

市販のお総菜やみそ汁をあたためるとさは、包装状態や 
容器にミ主意してください。電子レンジに向かない材質や 
真空パック入りは、必ず陶磁器や耐熱性の容器に移して 
から加熱します。 

•スープ、シチューはかき混ぜて 

加熱後、表面に膜をはることびあるのでかさ混ぜます。 

•冷蔵室か 5 出したものは、 1 やや強 1 で加熱します。 

•凍っているさしみや生ものの肉、魚の解凍は 

•冷凍のご飯や冷凍のお総菜は上手にあたたまりま 
せん。 

•必ず陶磁器や耐熱性のガラス容器に入れて加熱し 
まず。 

•冷蔵室か 5 出したものは 1 やや強 1 で加熱します。 

•肉まんやあんまんは上手にあたたまりません。 

1スチーム111己中華まん1 であたためてください。 

1スチーム1113半解凍 111 4解 誠を 使います。 

•謹はの基識熱しまず。 

•調理後は、ふきんなどで庫内やドアの水滴をよく 
ふさとつて < ださい。 


□凹） 


□ □ 

DDDD 

Id D D D 1 





]□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ !□□□!□ DDDDDD dSD □ 


ご飯、お総菜のあたためメニュ 


ちたため 1(1 度巧し)または I スチーム] II 2スチームあたため] で加熱しまず 




メニュー名および調理のコツ 


□ □ 

DDDD 

Id D D D 1 



DDDDDDDDDDDDD 




4 


□□□□ 


□□□ 


□□□□ 


I I 




□□□□□□□ 


□□□□□□□□□□□ 


才—トメ 


A 

/で 


凍ご飯、冷凍お総菜の解凍あたため 


Co □□归 2〇口〇〇 D □□□□□に □□□□□□ 


DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 


•包装やラップをはずし、容器に 
移しかえて 

袋やラップなどを取り、陶磁器や耐 
熱性の容器に移してから加熱します。 
市販品のなかには電子レンジで使え 
る包装ちあります。指示に従い加熱 
します。 

•重な5ないように並べて 

シューマイなどは数び多くなつてち、 
重ならないように皿などに平らに並 
ベて加熱します。 


•ラップまたはふたを使い分けて 

ほとんどの料理は、おおいをして解 
凍あたためをします。ラップでおお 
いをするとさはゆとりをちってかぶ 
せます。フライやコ□ッケなどはお 
おいをしません。 

•ひとかたまりにして冷凍したも 
のは、加熱後かき混ぜて 

カレーやスープなど、ひとかたまり 
にして冷凍してあるものは、加熱後 
かさ混ぜます。 


•冷凍保存温度は一18でを基準 
にしていまず。 

一20でな下の;令凍食品をオート調理す 
ると、加熱不足になることびあります。 
[17^70 巧 W 1 で様子を見なびら、さら 
に加熱をしてください。 


冷凍ご飯、冷凍お総菜の解凍あたためメニユ 


DDDDDDDDDDDDD 

□ □□ 

□ □□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

必 

•DDDDDDDDD 

四角形に形作ったご飯を平皿にのせ 
る。2個じ(上のとさは分量を同じに 
して中央をあける。 

•DDDDDDDDDDD 

ほぐして皿に入れる。 

加熱後かさ混ぜる。 

•DDDDDDDD 

皿に入れる。加熱後かさ混ぜる。 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 


♦ □□□□□凹 

皿にのせる。加熱後、裏返してし 
ば5 くおく。 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 


•DDDDDDDDDDDDDD 

皿に並べる。仕上がり調節やや弱 
か圏に合わせる。油び気になる 
とさは、加熱後、ペーパータオル 
にとる。 

— 


DDDDDDDDDDDDD 

□ □□ 

□ □□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

寒 

•DDDDDDDDDDDD 

容器に入れる。 

加熱後、かさ混ぜる。 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

雜 

• □□□□□凹 

ヴッと水にくぐらせて皿に並べる。 
加熱後すぐにラップをはずす。 

□ 

□ 

□ 

□ 

心 

• D DDDDDDDDD 

耐熱性の容器に入れ、おおいをする。 
ふたの代わりにラップをするとき 
は、仕上がり調節1やや強1か國に 
合わせ、ゆとりをもっておおう。 
加熱後かたまりをほぐし、かさ混ぜ 
る 0 

□ 


オートメニューであたためられないメニュー 


調理済み食品のを凍保存(フリージン 

がありまず。 

レンジ15日 OWI で様テをみなびら加熱します。 


グ)のコツ 

♦食品の重量び1日日 g 未満のとき 
•乳幼児の S ルクやべビーフード 


★□□□□日 

•肉まん、あんまん、まんじゆうやパン類 


よく冷ましてから冷凍します。 

いか料理をずるとはじける 


★□□□□□□□□日 

1レンジ |200 W に加熱時間をひかえめにすれば、はじけは弱 


ご飯は]杯分 （1 曰日 g ) ずつに、カレーなどは]皿か 

くなります。 


] 日日〜3日日呂ずつに分け、薄く（厚さ2〜 3 cm ) 平 

市販のご飯、おにぎりは 

•市販のご飯やおにぎりをあたためるとさは、メーカーの 
指示に従い、 1 レン詞己〇 owl で加熱します。 

•市販の真空パックのご飯をあたためるとさは、64ページ 
ホ参昭します。 

♦市販のおにぎりをあたためる時は、包装のままで加 


らにして;令凍します。（丸ごとのマッシュルームな 
ど飛び散りやすいわのは、あらかじめ半分に切つ 
ておさます。） 

A □□日 ン 

動に ゆで、水気をよくきつ^^^^^}：：^°2胃^ 
て1回分（100〜 200 g ) ず 

熱すると、包装やインクびテーブルプレートに付着 
してしまうことびあります。必ず包装をはずして 


1レンジ |500 W に加熱します。 


つラップなどで包み、冷凍し 

V J 


ます。 


□□□□□□□ 



□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□口 








































































































































スチーム 


000000000000000000000000 



スチーム 

12スチ-ムあたため 
13半解凍 
14解 凍 

15中華まん 
16シュー7イ 
17茶わん蒙し 

18手作り豆腐 
19阿魚の！しもの 
20かんたん井 

21八ンバーグ 
22スポンジケ-キ 
23シユー 

24フランスバン 
25かんたんバン 
26和菓子 


スチーム13半解凍14解凍 の使いかた 


おこのみ操作 仕上がり/温度 才ートにユーメニユ-/時間 2剛しは解まあがこめ 



を ^ 


の） |13 D □ □ ! □ □ □ 

給水タンクをセット 
して食品を入れる 

給水タンクのセツトは13ページ 
を参照します。 



※了ーブルプレートび加熱室底面にセット 
されていることを確認します。セットさ 
れていない場合、表示窓に「[於」び表 
示され、加熱でさません。 


(さしみの場合） 


0 


三織觀し卜いニュ 


表示窓の番号をオートメニューの番号 
に合わせます。 

■スタートのランプび点滅します。 


[朴] 


レンジ 


III 


(D ) I 13 D D D IDDD 


0(^ 


夺一を}甲ず 


庫内打び点灯し、加熱び始まります。 


材-卜] 


ri 

し j 


j 


[朴] 


ス チー ム 


※表示の時間は一例です。 


途中で変わる 

而ジ 


〇 C スチ 夺一を}甲ず 


表示窓に「12」び表示されます。 

■ キーび点灯し、スタートのラ 

ンプび点滅します。 


材-卜] 


^ 終了音が鳴った!5食品 
を取0出ず 


庫内巧び消なし、表示び「0」になり、 
加熱び終ります。 


0 


なチーム1113半解活114解满 のコツ 

加熱室は冷ましてか5使ってください。 
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区 OiE 、 团^23、区 Oi 因、 |才~ブン I 、 I お手入れ の使用後は加熱室やテ~ブルプレ 
ートび熱くなっています。発泡スチ□ールのトレーび溶けたり、加熱しすぎることびあります。充分冷ましてから使ってく 
ださい。 

発泡スチ□ールのトレーは、生ものの解凍1ソ外には絶対に使用しないでください。 

使用後はふきんなどで庫内やドアの水滴を充分にふきとってください。 


□□□□□□□ 


才—トメニユー 


□□□□□□ 


強•中•弱 


強•中•弱 


強•中•弱 



スチーム 13半解ま14 解凍の 上手な使いかた 


♦冷凍室で冷凍された肉や魚を解凍します。 

♦-度に解凍できる分量は、100〜1，00 Og でず。 

分量び多すぎると"ピッピッピッ"となり、表示窓に「[ S 3」 

び表示され、解凍されません。 

♦冷凍室か5出したばかりのコチコチに凍ったもの 
を使います。 

♦発泡スチ□ール製のトレーにのせたまま解凍 

ラップなどの包装をはずし、テーブルプレートの中央に 
のせて解凍します。グラム-ポジション-システムび働 
さます。陶磁器や耐熱性の皿などは使わないでください。 
トレーびない場合は、テーブルプレートに才ーブンシー 
卜かペーノ くータオ j レを敷いて解凍します。 

♦冷凍保巧温度は一18でを基準にしています。 

一20む!;^下の冷凍食品をオートメニューで加熱すると、 
解凍不足になることびあります。 Id D D 1100 W に 様子を 
見なびら、さらに解凍してください。 


>分量が10 og 未満のときは fu ンジ noowi で様子を 
見なが5解凍します。 

参とけかけている食品やバラバラになって凍って 
いるものは、 I レンジ1100 WI か [レンジ1200 WI で途中様 
子を見なが5解凍しまず。 


• II 3半解菊 pi 4解葡 を使い分け 

さしみとして解凍する場合は、キーを押しダイヤ 
ルを回して 两半解凍 I にします。 

肉や魚を解凍後、すぐ調理する場合は、キーを押 


しダイヤルを回して に4解凍 I にします。 


調理済み冷凍食品や冷凍野菜を解凍するときは、 

I レンジ1200 WI で様子を見なびら解凍します。解凍の目安は 
2日日旨で4〜曰分です。 

♦□□□□□□□□□日 

形、厚みび均一でないものは、細いところや薄いところ 
に巻さます。大きなかたまりにはまわり（側面)に巻さます。 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 
□ □(□□□□の □□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
DDDDDDDDDDDDDD 


>解凍が足りなかったときは、 I レンジ T 100 W 1 で様子を 
見なが5さ5に解凍します。 

>給水タンクに水を入れないで解凍したり、途中 
で給水ランプが点'打した状態で解凍すると、解 
凍しずぎになることがありまず。 


スチーム prs 半鼎 凍の コツ 


スチーム14 解凍の コツ 


まぐろ、いか、えび（さしみ用）を解凍後、そ 
のまま生で食べるときに使いまず。 

食品の中/こ\び、少し凍って 
いる状態に仕上びりますの 
で、サクサクと包 T で切り 
やすく、食卓に出すとき食 
ベごろになります。 

均一な厚さのちの 


肉や魚を解凍後、ずぐ調理ずるときに使います。 



与 


薄く平たくしたちの 



逆 


丸まった方を下にする 


アル S ホイルを使って 


薄切り肉は、解凍後両手で 
大きくしならせます。 

ひさ肉やかたまり肉は仕上 
びり調節を查に合わせ 
て解凍します。 

頭や尾の部分は、先に加熱 
されやすいのでアルミホイ 
ルをピッタ U と巻いて解凍 
すると、変色や煮えび防げ 
ます。 


•□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

i#D DDDDDDDDDDDDDD 3 D 5 DDDDDDDDDDDDDDDD 


上手な冷凍保存（フリージング)のコツ 

★材料は新鮮なものを 

1回分ずつ （2 日日〜3日日客）に分け、1〜 3 cm の厚さで、極端に薄くならないように平らな形にまとめます。 

★ラップなどでピッタリ密封をしまず。 

女魚の下ごし5えは 

魚はうろこやえら、内臓を取り、塩水で洗って水気をふさ取り、一尾ずつ;令凍します。 

★バランなどの飾りや敷きものは取り除きまず。 


□□□□□□□ 


才—トメ 



□□□□□□ 
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のみちの-デイ 


巧) 


00000000000000000000000 


のみもの•デイリー■|牛乳〜1 V 焼きいも の使いかた 


DDDDDDDDDD 

DDDDDD 

D26DDDDDD 


おこのみ操作 仕上がり/温度 才ートにユーにユ-/時間 2度巧しは招凍あたため 

U 





PAM 


の )|5 DDDa ID □ □ 

食品を入れる 



※テーブルプレートび加熱室底面にセット 
されていることを確認します。セットさ 
れていない場合、表示窓に「 [ G ,? 」び表 
示され、加熱でさません。 



(グラタンの場合） 
(82 ページ参照） 


〇 感みもの•デ:盛 )夺一を巧ず 


表示窓に r 1」び表示されます。 

■ スタートのランプび点滅します。 



0 


だ體号回を常卜 


表示窓の番号をオートメニューの番号 
に合わせます。 

■スタートのランプび点滅します。 


は-卜] 


ブリルレンジすーブン強 


@ 


キーを押す 


庫内丹び点灯し、加熱び始まります。 


材-卜] 


デイリ— 


、い レろ W - ブン強 

n - 中 • 

し J 、、 11 


※表示の時間は一例です。 


[トト] 


勺い 

途中で変わる 

"1。新 

IIMLIM 


^ 終了音が鳴った!5食品 
を取0出ず 


庫内巧び消巧し、表示び「0」になり、 
加熱び終ります。 


0 


のみもの.デイリー 111 牛乳112お麵のコッパ 

ImLOOcc 


1回の分■は！〜4杯(本)です。 


メニ： L — 名 

オートメニュー 

分 量 

牛 乳 


200 m の ！□□□□□□ 

11牛乳1 

コ ーヒー 

150 m の in □ □ 


お 酒 


130 m の □ □ 1□日 

1 2ぉ酒1 

18 0 nnL [] 目目 □ i 目 □ 

甘 酒 


150 m の in □ □ 


容器に7〜8分目まで入れまず 

容器に対して少量(；^量下)しか入れないと、加熱室から取 
り出した後でも、突然沸とうして飛び散り、やけどすること 
びあります。おこのみ操作で加熱します。 （34 ページ参照） 

徳利のときはくびれた部分より1 cm ほど下まで 
入れます。 

牛乳は冷蔵室か5出したてのものを使いまず 

冷蔵室から出してしばらくおいたものを加熱するとさは仕上 
びり調節國で加熱します。 


□□□□□□□ 


才—トメニユー 


□□□□□□□□□ 
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のみもの•デイリー| |1牛乳 II 2お酒 のコツ（つづき) . 

牛乳びんでの加熱はできません。 仕上がり調節夺一を使い分けます。 

びん詰めのお酒は'ぶず栓を巧し、てか!5あたためます。 國から圆まで日段階に調節できます。 （ 1 5 ぺ-ジ参照） 

2個！; Lb の場合は、テーブルプレートの中央に寄せて I レンジ1700 wl で様子を見なびら、さらに！]日熱します。 

オートメニューで追加加熱すると、熱くなりすざます。 

おいしく飲むためには加熱前と加熱後に必ずかさ混 
ぜまず。 

皮たため」 ではあつ <なりずぎまず。 


のみもの•デイリー113案•果菊14根案 I のコツ . 

オートメニューキーによる使い分けは2つに分け5れます。 

巧影果 覇 は德 菜) • • • • ほうれん草、小松菜など葉び食べられるもの。 

(果菜）••- •なすやとうもろこし、かぼちゃなど果実や種子び食べられるちの。 

(花菜）••- •力 U フラワー、ブ□ッコ U —など花弁やつぼみび食べられるちの。 

14 根菜 は (根菜） • • • • じゃびいも、さつまいもなど地下部にある根茎や根を食用とするもの。 

1回の分量は 

巨量運 室た 加熱する葉菜-果菜-花菜類は1日日〜日日日 g 、 国 墨画で 加熱する根菜類は1日日〜1日日日 g です。 

分量び1日日旨未満のときは、オートメニューでの調理はできません。おこのみ操作で加熱します。 （34 ページ参照） 

少量で加熱ずるときは 

分量び1日日呂未満のときはオートメこューで加熱しないでください。 r レンジ r 日 00 WI で様子を見なびら加熱します。 (34 ページ 
参照)特に、小さく切ったにんじんなど野菜び少量 (1 日日 g 未満)のとさに乾燥したり、乂花び出てこげたりすることびあります。 
水を多めにふりかけてラップで包むか、皿などに広げ、浸るくらいの水を入れてラップでおおい、加熱します。 

ラップで包みテーブルプレートの中央に直接にのせて 

ラップですさ間のないようにピッタ U と包み、直接テーブルプレートの中央にのせて加熱します。 

丸のままのじゃびいもなど複数個を加熱するとさは、まとめてラップに包んで加熱します。 

テーブルプレートに野菜の汁が流れ出ることがありまず。汁をペーパータオルか 
ふきんでふきとつてか5洗い流しまず 

仕上がり調節夺一は 

やわらかめにしたい場合は、を查か國、固めにしたい場合には、医查 n か國にします。また、野菜の種類や分量、 
形状によっても使い分けます。 


のみもの • デイリー I 尼^タン I のコツ . 

|5 D D D D I のコツは82ページを参照しまず。 

焼網をテーブルプレートにセットずるとさは 

テーブルプレート四隅凸部の内側にセットします。焼網び、加熱 
室奥面と接触すると、スパーク（乂花)び発生して抗菌脱臭コート 
び損傷します。 


その他の 应みもの•テイリー I のコツ 


□ □□□□□□□□ 1 

|6 DD | DDDD 93 DDDDDDDDDD 

□ □□□□□□□□ 1 

|7 D D D D 

DDDD 89 DDDDDDDDDD 

□ □□□□□□回 

8 DDDDDDDD □□□□71□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□回 

9 D D D D 

□ □□□71□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□回 

10 D D D D D □□□□110□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□回 

11 D D D D 

□ □□□78□□□□□□□□凹 




6個は中央 
をおけてラ 
ップで包む 


手前 


置さます。 



□□□□□□□ 



□□□□□□□□□ 


巧 




































































































































































オート調理のお願い 



調理ずる分量や材料は 

クッキングガイドを参照し、材料や分量を守ってくださ 
い。適量でないと上手に仕上びらないことびあります。 
クッキングガイドに記載しているメこューのなかで □ 
□ □ とは、一度に作れる分量の目安です。 


使用する付属品や容器は 


使用する付属品や容器び違ラと上手に仕上 
びらないことびあります。クッキングガイ 
ドを参照してください。また、グラム•ポ 
ジションシステムび働きます。分量に合つ 
た大ささの容器を使つてください。 



才ートメニューで作れるものは 

クッキングガイドに記載してある料理 
(外は、オートメニューで上手に仕上 
びらないことびあります。おこのみ操 
作で加熱時間を設定して様子を見なびら加熱してくだ 
さい。 



加熱中にドアを開けると 

上手に仕上びらないことびあります。ただしオーブン 
料理で焼さむらび気になるとさは、焼さ時間の^〜 
を経過してからドアを開いて角皿の前後を入替え 
て < ださい。 


オートメニューででさる分量は 

クッキングガイドに表示している分量です。食品 
1日日旨未満の分量はオートメニューでは加熱でさませ 
ん。おこのみ操作で加熱時間を設定して様子を見なび 
ら加熱してください。 （34 ‘62‘63ページ参照） 


追加加熱はおこのみ操作で 

オートメこユーで追加加熱すると、加熱 
しすざになります。おこのみ操作で加熱 
時間を設定し、様子を見ながら加熱して 
ください。 


たため I 丰一は、ドアを閉めて 
か5約10分内に巧ず 

空焼さを防止するため、約1日分を越 
えるとスタートしません。ドアを開閉 
して、キーを押して<ださい。 




オートメニューと表示 

I のみもの•デイ HI 1牛乳 |〜 111焼きし、も 


DDDDDDD 

DDDDDD 

DDDD 

DDDDDDD 




(テ-ブルプレートの 
中央に容器を置きま 
す。） 

1 □ □ 


は-卜] レンジ 強 

デイリ— 王 

1 ?— 

1 弱 

レンジ 







2 D □ 


时-卜] レンジ 強1 

デイリ- i 

•? r 

レンジ 







/ D \ 

3 D D D D 


打-卜] レンジ 強 

すリ- i - 

J 11 

レンジ 








4 □ □ 


[トト] レンジ 強 

デイリ" 二 

し！ r 

レンジ 







(焼網） 

型 ffi 諭 

5 □ □ □ □ 


’材 -H ヴ’0ルレンジオ-ブン趣 

デイリ- _ 

C 中— 

1 J 弱 

[ レンジ] 

[才-ブン1グ城 




/ ^ \ 




(ち皿1枚） 
(中段） 

6 □ □ 


时-卜] 才-ブン強 

••ディ'」- 中- 

0 弱 

才-ブン 

III \ 




/ ^ \\ 




(テ—ブルプレートの 
中央に置さます。） 

7 □ □ □ □ 


时-卜] レンジ 強 

デイリ- ^ 

n か- 

1 弱 

レンジ 







8□□日日日□回 


材-卜] レンジオーブン強1 

デイリ- * 

0 中— 

IJ 弱 

[レン、:^ 

レォ-ブン J ‘ 






/ D \ 

9 D D D D 


材-卜] レンジオ-ブン強 

デイリ- * 

弓 r 

[ レンシ/ 
レォ-ブン J ‘ 








10□日 □□□ 


[トト] レンジ 強 

デイリ— ム 

m 中" 

発酵 1 U 弱 

レンジ 







(ち皿1 枚） 
(中段） 

11 D D D D 


[才-卜] 才-ブン強 

, r 中- 

< 1 弱 

才-ブン 

III \ 




II U \ 
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スチーム 




00000000000000000000000 


スチーム 1 己中華まん〜 22 スポンジケーキ 


25 かんたんノでン I 、 26 和菓子の 使いかた 


DDDDDDDDDD 
DDDDDD 
□29 □□日 □□□ 


おこのみ操作 仕上がり/湿度 才ートメニユーにユ-/時間 2度巧しは招就がこめ 

- た 



を^ 


(D )^7 D □□□□] □ □ □ 

給水タンクをセット 
して食品を入れる 

給水タンクのセツトは13ページ 
を参照します。 



※テーブルプレートび加熱室底面にセット 
されていることを確認します。 

セットされていない場合、表示窓に 
「[ Gi ?」 び表示され、加熱でさません。 



(茶わん蒸しの場合） 
(8日ぺージ参照） 


@嚇 


夺一を巧す 


材-卜] 

、 • 'レく ゎ r - フン強 

スチーム 

いつ 

、广 1 、 

III 

II 

、し J 、、 A 




途中で 

変わる 


庫内なび点灯し、加熱び始まります。 


途中で変わる 


※表71^の時間は一例です。 



〇 f スチ-ム1 夺一を巧す 


表示窓に「12」び表示されます。 

■ キーび点なし、スタートのラ 

ンプび点滅します。 


[す-卜] 


スチーム 

•り? 


パパ 終了音が鳴った5食品 
を取0出ず 


庫内なび消なし、表示び「0」になり、 
加熱び終ります。 


0 


0 


一番号を選ぶ 


表示窓の番号をオートメニューの番号 
に合わせます。 

■スタートのランプび点滅します。 


材-卜] 

レン ジオー ブン強 

スチーム 

in 

i - 

11 


□□□□□□□ 



□□□□ 



強•中•弱 


















































































































































































































スチーム 



00000000000000000000000000000000-00000000000000000 
0 00 


スチーム23シュー 24 フランスパンの 使いかた 


DDDDDDDDDD 

DDDDDD 

D29DDDDDD 


(D ) を3シュー I □□□ 

給水タンクをセットする 

給水タンクのセツトは13ページ 
を参照します。 



※テーブルプレートび加熱室底面にセット 
されていることを確認します。セットされ 
ていない場合、表示窓に 「[ Gi ?」 び表示 
され、加熱でさません。 


〇 


fe - Aj 夺一を巧す 


表示窓に「12」び表示されます。 

■ キーび点巧し、スタート 

のランプび点滅します。 



心 

予熱終了音が鳴り予熱が終る 


■予熱び終ってそのままにしておくと、 
S 分間予熱を継続した後、セットし 
た時間を加熱します。 


※表 TJX の時間は一例です。 


0 


習選を, f しトトメニュ 


表示窓の番号をオートメこ ユーの 番号 
に合わせます。 

■スタートのランプび点滅します。 


材-卜] 
予熱 


スチ-ム 

む' 



スチーム 

12スチ-ムあたため 

15中華まん 

18手作り豆腐 

21八ンバーグ 

24フランスバン 

13半解 

凍 

16シューマイ 

19卸魚の薰しもの 

22スポンジヶ-キ 

巧かんたんパン 

14解 

凍 

17茶わん薰し 

20かんたん# 

23シュー 

26和棄子 



予熱が終った5ずぐに 
食品を入れる 


/ \ 


(固シュ ー] の場合1日 2 ぺージ参照） 


0^^ 


キーを 巧す 


スチーム 

ク3 


才ーブン強 


zizh r 


表示時間は一例です。 


J 終了音が鳴った5食品 
ク^を 取り出す 


庫内なび消灯し、表示び「0」になり、 
加熱び終ります。 


IJ 


スチーム1124フランスノ（ン I のコツ 

♦一度に焼ける分量は 

角皿1枚分(表示の分量)です。 

•材料は正確に計りまず。 


•切れ目（クープ)の入れかたは 

深すざず、浅すざないように、カミソリを4已度に傾け 
生地をそぐよラに入れます。 


28 


り □ □ □ I 医30 D D Id D D D 102 D 1〇3〇 DDDDDDDDD 


曾 


夺一を}甲ず 


庫内丹び点灯し、予熱び始まります。 


は-卜] 
予熱 


73 ^：J 


。- ブン強 


□□□□□□□ 


才—トメニユー 


□□□□ 


強•中•弱 



強•中•弱 


スチ-ムメニュ—を上手 I ; 
仕上げるために 


必ず給水タンクに水を満水ラインまで入れて 
加熱します。 

給水タンクに水び入っていないと"給水"び表示され、 
上手に仕上びりません。 


スチームは表面の乾燥をおさえなが5加熱ず 
るので、おおいやふたはしません。 

ただし、茶わん蒸しと手作り豆腐は共ぶたをして加 
熱します。 


調理ずる分量や材料は 

クッキングガイドを参照し、材料や分量を守ってくだ 
さい。適量でないと上手に仕上びらないことびあり 
ます。 

クッキングガイドに記載しているメこューのなかで 
□ □日とは、一度に作れる分量の目安です。 


使用ずる付属品や容器は 

使用する付属品や容器び違5と上手に仕 
上びらないことびあります。クッキング 
ガイドを参照してください。また、グラ社巧」 
ム-ポジションシステムび働きます。分 ご、'' 

量に合った大ささの容器を使ってください。 


オートメニューで作れるものは 

クッキングガイドに記載してある料 
理 iU 外は、才ートメニューで上手に 
仕上びらないことびあります。おこ^^^^ 
のみ操作で加熱時間を設定して様子 
を見なびら加熱してください。 


加熱中にドアを開けると 

上手に仕上びらないことびあります。ただしオーブ 
ン料理で焼さむらび気になるとさは、焼さ時間の 
を経過してからドアを開いて角皿の前後を 
入れ替えてください。 


オートメニューででさる分量は 

クッキングガイドに表示している分量です。食品 
1日日 g 未満の分量はオートメニューではでさませ 
ん。おこのみ操作で加熱時間を設定して様子を見な 
びら加熱してください。 （34 -62 ‘63ぺージ参照） 


追加加熱はおこのみ操作で 

オートメこユーで追加加熱すると、加 
熱しすざになります。おこのみ操作で 
加熱時間を設定し、様子を見なびら加 
熱してください。 



才ートゾニューと表71^ 


スチ-ム12スチ-ムあたため〜26和菓子 


DDDDDDD 


12DDDDDDDD 


15 D D D D 


16□□ 日 □ □ 


17 D D D D D 


18□ 日日 □ □ 


19DDDDDDDD 


20□□日 □ □ 


21□□日 □ □ 


22□日日日□回 


23 D D D 


24 DDDDDD 


25 DDDDDD 


26 D D D 


スチ-ム 

IS 


スチ-ム 

15 


in 


スチ-ム 

18 


巧 


が 


スチ-ム 

が 


の 


スチ-ム 

巧 


巧 


巧 


13 D D D 


时-卜] レンジ 強 

スチ-ム ニ 

1コ ?■ 

IJ 弱 





14 D □ 


材 -H レンジ 強 

スチん 申- 

1 1 弱 


DDDDDD 


スチ-ム 


ふ- 


ふ • 


i - 


レンジオーブン強 

も • 


レンジオーブン強 






[ 巧-ム ] 


1 

レンジ1ォ-ブン J 


i- 


才ーブン強 

ふ ■ 


ふ • 


i- 


ふ ■ 


DDDD 


乂ナ —XV 

インジ j 


防-ム 

レンジ J 


人子-レ 
インジ j 


朽-ム 

レンジ J 


人于-レ 
インジ j 


ス チー ム 


[レンジ I トブン 


入子-!\ 


入于—じ/ 

インジ] 


なチ-ム 

- f-yyi 


スチーん 


スチーん 


脚-ム 


スチーん 


スチーん 


DDDDDDD 


(テーブルプレートの中 
央に容器または食品を 
置ぎます。） 


〇 


(W) 


L 


A 


(焼網） 


禍 11 雜 


(角皿1枚） 
(中段） 


L 


A 


(角皿1枚） 
(下段） 


( W ) 


DDDDDDD 



DDDD 


29 











































































































































































































































ナノ スチーム 



ナノスチーム（スーパーヘルシ ー） 


27駕齡トフ’焼き30ヒレカツ33焼き豚36〕ンフイたール 
28 II のからあげ31スペアリブ34才-ブン天ぶら37縮食品パリッと 
29エビフライ32 □-ストビ-フ35焼き魚38るま食品パリッと 


000000000000000000000000000000000000 

0000000000000000000000000000000000 


ナノスチーム 27鶏のノトブ 焼きの 使いかた 


□□□□□□□目33□□□□□□□□□□□目 


1脱臭 
2清掃 


@ を ) 霞 ) 
感@感 


m 





RAM 


の） I 27 n n n n n n nin □ □ 

給水タンクをセット 
して!^品を入れる 

給水タンクのセツトは13ページ 
を参照します。 



※テーブルプレートび加熱室底面にセット 
されていることを確認します。 

セットされていない場合、表示窓に 
「しふ？」び表示され、加熱でさません。 



(鶏の八ーブ焼さの場合） 
(88 ぺージ参照） 


〇 らが為 キーを巧す 


表示窓に r 27」び表示されます。 

■ £ ノス 巧 キーび点巧し、スタートの 
ランプび点滅します。 


[才 一 H ナノスチーム 


グリルレンジオーブン強 


0 


キーを巧す 


庫内巧び点打し、加熱び始まります。 


は-卜けノスチー厶 

、1 レ S ザ トブン強 ' 

つ•つ 

\ 广1 、 中 • 

•■11 

C 1 

":し J 、、 11 


途中で 

変わる 


[才-卜]ナノ スチーム 


レンジオーブン強 


が 


途中で変わる 


材-卜]ナノスチーム 

才ーブン強 

巧 

lEh ：1 


途中で変わる 


※表示の時間は一例です。 


[才 - H ナノスチ-ム 


グリル 


做 


^ 終了音が鳴った!5食品 
' を取0出ず 


庫内巧び消なし、表示び「0」になり、 
加熱び終ります。 


IJ 


ナノスチーム 27 鶏の八ーブ'よ寅をのコツ 


焼網を テーブルプレー トにセツトするとさは 

テーブルプレート四隅凸部の内側にセツトします。焼網び、 
加熱室奥面と接触すると、スパーク（火花)び発生して巧菌 
脱臭コートび損傷します。 


r ナノスチーム I を7鶏の八ーブ焼 司 の コツは88ぺージを 
参照します。 



□□□□□□□ 


才—卜調理 


□□□□□□ 


30 


ナノ スチーム 


000000000000000000 AWA 口み n 
00000000000000000000000000000 




ナノスチーム（スーパーへルシ ー） 


27鶏のハ-ブ炼き30ヒレカツ33焼き豚36〕ンフイた-ル 
28鶏のからあげ31スペアリブ％才-ブン天ぷ6 37;縮食品バリッと 

29エビフライ32 口-ストビーフ35焼き魚38綿貪品バリッと 


DDDDDDDDDD 

DDDDDD 

D 33 DDDDDD 


ナノ スチーム 


28鶏のか引易げ〜3已焼き魚 


37冷蔵食品パリツと、38冷凍食品パ リツとの 使し、かた 


^感傷感^ 

9 & & 


を^ 


(D ) i 3 onnnn in □ □ 

給水タンクをセット 
して食品を入れる 

給水タンクのセツトは13ページ 
を参照します。 



※テーブルプレートび加熱室底面にセット 
されていることを確認します。 

セットされていない場合、表示窓に 
「[ G , 三'」び表示され、加熱でさません。 


呼 111 巧 WWW IMHHUIWWWp 


(ヒレカツの場合） 
(87 ぺージ参照） 


〇 をノスチ-な 夺一を巧す 


表示窓に r 27」び表示されます。 

■ キーび点巧し、スタートの 

ランプび点滅します。 


け - H ナノ スチーム 


グリルレンジオーブン強 


0 


權鑑!しトトメニュ 


表示窓の番号をオートメニューの番号 
に合わせます。 

■スタートのランプび点滅します。 


材-卜]ナノ スチーム 

ヴリル 

才-フン強 

zltj 


中 • 

弱 




キーを押ず 


庫内巧び点灯し、加熱び始まり 
ます。 


※表示の時間は一例です。 


が-卜]ナノスチー厶 

つ n 

、广卜 

/強 

中— 

1 JU 

こし J 、、 

弱 


途中で変わる 


材-卜]ナノスチーム 

30 


巧ろ 


才-フン強 


途中で変わる 


材ート]ナノスチーム グ U ル 

ふ！]乙 


/リル 


終了音が鳴った!5食品 
を取0出ず 


庫内なび消灯し、表示び「日」になり、 
加熱び終ります。 


1：1 


□□□□□□□ 



DDDDDD 
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ナノスチーム（スーパーへルシ ー） 


27窺の/トフ’焼き30ヒレカツ33焼き豚36〕ンフィチユ-ル 
28!のか5あげ31スペアリブ3け-ブンミぷ6 37纖食品パリッと 

29エビフライ32 □-ストビ-フ35烧き魚38淵食品パリッと 


の使いかた 


の） I36n n n n n n n n i □ □ □ 

作を水タンクをセット 
して食品を入れる 

給水タンクのセツトは13ページ 
を参照します。 



※てーブルプレートび加熱室底面にセット 
されていることを確認します。 

セットされていない場合、表示窓に 
「しふ？」び表示され、加熱でさません。 



(コンフイチユールの場合） 
(112-11 3ページ参照） 


〇 6^チ逆 ) 夺一を巧ず 


表示窓に r 27」び表示されます。 

■ キーび点灯し、スタートの 

ランプび点滅します。 


材 一 H ナノスチーム 


グリルレンジオーブン強 


0 


鷄隆點るォ-トメニュ 


表示窓の番号をオートメこユーの番号 
に合わせます。 

■スタートのランプび点滅します。 


[才 一 H ナノスチーム 

レンジオーブン強 

nc 

中— 

JO 

弱 




キーを巧す 


庫内丹び点灯し、加熱び始まり 
ます。 


※表示の時間は一例です。 


[才-卜けノスチ-ム V にンみト フン強 

ぶ - LJ .- r 


途中で変わる 


ク 


けート]ナノスチーム 

35 J 

レンジオーブン強 

の分 ：• 

途中で変わる 

[才 -H ナノスチーム 

ぶ 

才ーブン強 

ぶ分 r 

>途中で変わる 

け-卜]ナノスチーム 

JS llj 

レンジ強 

? nn 中 • 

1 分 II 

>途中で変わる 

[才 -H ナノスチーム 

IIS ^ 

レンジオーブン強 

f jin 中- 

II 


^ 終了音が鳴った!5食品 
を取0出ず 


庫内なび消なし、表示び「0」になり、 
加熱び終ります。 


0 


ナノスチーム 36] ンフイチュ-ル 


ナノスチーム36コンフイチュールのコツ 
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日 □ □ □ n □ 恒6日 □ □ □ □ n □ □ I のコツは 1 13ぺージを参照しまず。 




□□□□□□ 


才—トメ 


ナノスチームメニューを 
上手に仕上げるために 


必ず給水タンクに水を満水ラインまで入れて 
加熱します。 

給水タンクに水び入っていないと"給水"び表示され、 
上手に仕上びりません。 


調理する分量や材料は 

クッキングガイドを参照し、材料や分量を守ってくだ 
さい。適量でないと上手に仕上びらないことびあり 
ます。 

クッキングガイドに記載しているメニューのなかで 
□ □日とは、一度に作れる分量の目安です。 


使用する付属品や容器は 

使用する付属品や容器び違5と上手に仕 
上びらないことびあります。クッキング 
ガイドを参照してください。また、グラ站 . 
ム-ポジションシステムび働きます。分 
量に合った大ささの容器を使ってください。 


旨’ 


オートメニューで作れるものは 

クッキングガイドに記載してある料 
理外は、オートメニューで上手に 
仕上びらないことびあります。おこ 
のみ操作で加熱時間を設定して様子 
を見なびら加熱してください。 



加熱中にドアを開けると 

上手に仕上びらないことびあります。 


オートメニューででさる分量は 

クッキングガイドに表示している分量です。食品 
1日日 g 未満の分量はオートメニューではでさませ 
ん。おこのみ操作で加熱時間を設定して様子を見な 
びら加熱してください。 （34 ‘62 - 63ぺージ参照） 


追加加熱はおこのみ操作で 

オートメこユーで追加加熱すると、加 
熱しすざになります。おこのみ操作で 
加熱時間を設定し、様子を見なびら加 
熱してください。 


イ^^^ 



才ートゾニューと表汀^ 



□□□□□□□ 



□□□□□□ 
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